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平
成
二
十
九
年
十
二
月
定
例
会
が
十
二
月
八

日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

八
日
の
市
長
市
政
方
針
演
説
に
続
き
、
十
一
日

か
ら
は
十
一
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
（
中
林
た
か
し
の
一
般
質
問
は
裏
面
）。 

本
定
例
会
の
主
な
議
案
は
、
教
育
委
員
会
委
員

（
大
場
篤
氏
）
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

（
奥
井
満
氏
）
の
推
薦
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
職
員

給
与
な
ど
に
関
す
る
条
例
改
正
案
と
関
連
す
る

補
正
予
算
な
ど
で
す
。 

職
員
給
与
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
四
月
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
月
額
平
均
0.2
％
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。
給
与
引
上
げ
分
の
二
千
九
百
三
十
五
万

を
加
え
た
補
正
予
算
の
総
額
は
、
三
億
七
千
四
百

三
十
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
質
疑
、
議
決
し
ま
し
た
（
左
表
ご
参
照
）
。 

             

 

ま
た
、
本
会
議
中
お
よ
び
そ
の
前
後
に
は
総
務
、

教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事
項
の
審
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の

は
次
の
通
り
で
す
。 

                

十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
の

五
日
間
、
藤
井
副
市
長
を
団
長
、
難
波
幸
夫
雲
南

氏
遺
族
会
会
長
を
副
団
長
と
し
た
雲
南
市
民
中

国
訪
問
団
（
十
一
名
）
が
中
国
東
北
部
の
撫
順
戦

犯
管
理
所
、
平
頂
山
惨
案
記
念
館
な
ど
の
戦
時
関

連
施
設
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。 

一
員
と
し
て
参
加
さ
れ
た
舟
木
清
氏
（
加
茂
町
）

の
お
話
に
よ
れ
ば
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
思

い
起
こ
す
と
と
も
に
発
展
を
続
け
る
大
国
・
中
国

と
の
相
互
理
解
、
未
来
志
向
で
の
交
流
の
拡
大
が

大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。 

戦
後
七
十
余
年
を
経
過
し
、
戦
争
体
験
者
が
少

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え

続
け
る
と
と
も
に
、
一
帯
一
路
構
想
を
掲
げ
経
済

発
展
の
著
し
い
中
国
と
は
新
た
な
両
国
関
係
を

築
き
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。 

           

  

   

平
成
二
十
九
年
度
雲
南
市
総
合
社
会
福
祉
大

会
が
十
月
十
三
日
、
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
、
百
歳
を
迎
え
ら
れ
方
（
二

十
五
名
）
に
対
し
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
（
代

読
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
槇
原
夏
江

さ
ん
（
加
茂
町
）
、
熱
田
義
一
氏
（
大
東
町
）
ほ

か
二
名
の
方
が
授
賞
式
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
い
て
、
百
一
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
（
十

五
名
）
に
対
し
雲
南
市
長
長
寿
者
表
彰
が
速
水
市

長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
岸
本
キ
ミ
エ
さ
ん

（
加
茂
町
）
、
安
井
信
子
さ
ん
（
大
東
町
）
ご
両

名
が
本
人
出
席
で
、
健
康
ご
長
寿
な
お
姿
で
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

           

な
お
、
岸
本
キ
ミ
エ
さ
ん
は
、
「
週
刊
新
潮
」

十
一
月
三
十
日
号
の
「
百
歳
以
上
が
日
本
一
多
い

島
根
県
の
秘
密
」
と
題
し
た
長
寿
特
集
に
写
真
入

り
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
ご
長
寿
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
益
々

の
ご
健
康
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

  

雲
南
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
（
デ

マ
ン
ド
型
だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
）
が
、
一
月
か
ら

加
茂
町
内
で
始
ま
り
ま
す
（
実
証
運
行
）
。 

自
宅
か
ら
加
茂
町
連
坦
地
の
医
院
や
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
郵
便
局
な
ど
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
な
い
方
な
ど
の
交
通
手
段
と
し

て
、
通
院
や
買
い
物
等
に
利
用
で
き
ま
す
。
利
用

料
金
は
一
乗
車
300
円
、
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
利
用
タ
ク
シ
ー
会

社
は
加
茂
タ
ク
シ
ー
と
な
り
ま
す
。 

事
前
登
録
や
予
約
が
必
要
な
こ
と
、
運
行
日
や

時
間
、
運
行
経
路
、
便
数
に
制
約
が
あ
り
ま
す
。

加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー
（
☎
49
‐
8

6

0

0
）
、

本
庁
政
策
企
画
部
地
域
振
興
課
ま
た
は
加
茂
タ

ク
シ
ー
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
十
一
月

常
会
で
配
布
さ
れ
た
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

               

施設名称 団体名 募集 

おろち湯ったり館 雲南都市開発（株） 非公募 

道の駅さくらの里

きすき 

さくらの里（株） 非公募 

深谷温泉ふかたに荘 深谷温泉振興対策

協議会 

公募 

波多温泉 満壽の湯 波多コミュニティ 非公募 

チェリヴァホール （株）キラキラ雲南 非公募 

ラメール （株）キラキラ雲南 非公募 

アスパル （株）キラキラ雲南 非公募 

古代鉄歌謡館 （株）キラキラ雲南 非公募 

時
刻
表 

かもてらす→Ａコープ 

１便 かもてらす 10：00発 

Ａコープ→かもてらす 

２便 Ａコープ  12：00発 

主な指定管理者 

※その他、各地区の集会センター・生活改善センター、

農村公園など 52件の施設があります。 

 

連坦地
加茂中駅・郵便局
マーケット・医院

など

かもてらす

畑

下神原 立原

湯屋谷

 

 

常任委員会 主な案件

総務
・平成30年度当初予算編成
・公共施設等総合管理計画

教育民生
・健康づくり拠点整備事業
（Ｂ＆Ｇ加茂海洋センター改築）

産業建設
・中心市街地活性化事業
・清嵐荘改築整備事業

案件の論点
・平成30年度当初予算編成
   大型プロジェクトが財政に及ぼす影響
・健康づくり拠点整備事業（Ｂ＆Ｇ改築）
   プログラムの決定、収支見通し
・中心市街地活性化事業
   ホテル誘致の見込
・清嵐荘改築整備事業
   度重なる増額予算、施設内容と収支

 

平頂山惨案記念館で訪中団一行 

（写真提供 舟木清氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

瑞
風 

十
二
月
定
例
会
開
会 

雲
南
市
民
中
国
訪
問
団 

雲
南
市
総
合
社
会
福
祉
大
会 

 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
開
始 

お元気な姿で受賞される岸本キミエさん 

 

議
会 

報
告 

発行人 中林たかし 

 

中林たかし事務所 

雲南市加茂町神原 838 

電兼 FAX 49-6373 
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最
近
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
議
員
の
な
り
手

不
足
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
知
県
の
大
川
村

で
は
住
民
総
会
方
式
の
検
討
、
長
野
県
の
喬
木
村

で
は
村
議
会
の
開
催
を
夜
間
・
休
日
に
変
更
す
る

案
な
ど
全
国
各
地
で
模
索
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 前

回
の
雲
南
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
結
果
的

に
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
理
由
が
あ
る

に
せ
よ
、
無
風
選
挙
が
常
態
化
す
る
事
態
は
好
ま

し
く
な
い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
雲
南
市
に
お
い
て
も
現

在
の
議
員
定
数
（
二
十
二
名
）
で
い
い
か
ど
う
か
、

議
員
報
酬
も
含
め
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
標
記
の
検
討
会
議
が
十
二
月
二
十
二
日
付

で
議
会
内
に
設
置
さ
れ
、
来
年
の
十
二
月
末
ま
で

に
方
向
性
を
出
す
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

     

中
林
た
か
し
は
十
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問

に
お
い
て
一
番
最
初
に
登
壇
、
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
小
雨
模
様
の
寒
い
一
日
で

し
た
が
、
木
次
中
学
校
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
一
般
市

民
の
方
も
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
で
大
勢
の

方
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
今
後
も
開
か
れ
た
議
会
と

な
り
ま
す
よ
う
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。 

     

問 土
日
の
閉
庁
時
に
お
け
る
住
民
票
の
交
付
依

頼
な
ど
が
あ
っ
た
時
の
対
応
を
伺
う
。 

答
（
市
民
環
境
部
長
） 

住
基
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
広
域
交
付
、
郵
送
請
求
、

代
理
人
に
よ
る
申
請
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。 

問 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ

ニ
で
の
交
付
は
で
き
な
い
か
。 

答
（
市
民
環
境
部
長
） 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
県
内
の
松
江
・
浜

田
・
出
雲
・
安
来
・
益
田
の
各
市
が
実
施
済
み
。

大
田
市
は
来
年
、
江
津
市
は
再
来
年
度
か
ら
実
施

予
定
と
聞
い
て
い
る
。
経
費
が
掛
か
る
が
住
民
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
雲
南
市
も
導
入
に
向
け
て

協
議
中
で
あ
る
。 

問 世
帯
主
と
同
居
せ
ず
近
隣
の
ア
パ
ー
ト
に
居

住
し
て
い
る
若
者
夫
婦
に
広
報
や
行
政
連
絡
が

届
か
な
い
場
合
が
あ
る
。
対
応
を
伺
う
。 

答
（
総
務
部
長
） 

自
治
会
未
加
入
者
に
は
送
付
し
て
い
な
い
。
公

共
施
設
な
ど
市
内
六
十
カ
所
に
広
報
を
配
布
し

て
持
ち
帰
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
雲
南
市
の

Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
、
デ
ー
タ
放
送

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も
情
報
提
供
し
て
い
る
。 

      

問 木
次
線
の
存
続
、
活
性
化
に
向
け
関
係
機
関
と

の
協
議
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

木
次
線
強
化
促
進
協
議
会
で
利
用
促
進
に
向

け
た
活
動
、
出
雲
の
國
・
斐
伊
川
サ
ミ
ッ
ト
で
ト

ロ
ッ
コ
列
車
の
継
続
運
行
と
車
両
更
新
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
。 

問 間
も
な
く
降
雪
時
期
を
迎
え
る
。
除
雪
車
の
配

備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

排
雪
モ
ー
タ
ー
カ
ー
が
出
雲
横
田
駅
と
木
次

駅
に
一
両
ず
つ
、
計
二
両
配
備
さ
れ
て
い
る
。 

問 木
次
線
の
経
営
環
境
は
厳
し
い
が
、
是
非
と
も

存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
は
木
次
線

が
全
通
し
て
八
十
周
年
と
記
念
す
べ
き
年
。
存
続

に
向
け
市
長
の
決
意
を
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

木
次
線
は
大
事
な
イ
ン
フ
ラ
と
認
識
し
て
い

る
。
廃
止
と
な
ら
な
い
よ
う
情
報
発
信
に
努
め
る

と
と
も
に
（
市
民
の
意
向
を
）
県
や
国
に
対
し
て

も
し
っ
か
り
訴
え
て
い
く
。 

                

問 三
重
県
や
北
海
道
の
知
事
は
先
頭
に
な
っ
て

路
線
存
続
を
訴
え
て
い
る
。
住
民
自
身
の
取
組
も

必
要
だ
が
政
治
や
行
政
の
関
与
も
不
可
欠
と
考

え
る
。
所
見
を
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

島
根
県
も
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
全
く
同
感
だ
。

ま
た
、
列
車
時
刻
に
合
わ
せ
た
通
学
バ
ス
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
。
存
続
に
向
け
た
地
元
の
強
い
意

志
・
決
意
が
大
事
で
、
Ｊ
Ｒ
や
県
が
動
く
原
動
力

と
な
る
。
議
会
、
住
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
た
い
。 

問 交
通
政
策
基
本
法
が
平
成
二
十
五
年
に
制
定

さ
れ
た
。
同
法
で
は
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業

者
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
定
め
て
い
る
。
同
法
に
則

り
Ｊ
Ｒ
と
詰
め
た
交
渉
を
す
べ
き
だ
。 

答
（
市
長
） 

公
共
交
通
の
整
備
は
、
地
方
自
治
体
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
国
の
責
務
で
も
あ
る
。
沿
線
自
治
体
と

県
が
一
体
と
な
っ
て
国
に
求
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
木
次
線
存
続
に
向
け
、
し
っ
か
り

と
し
た
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
改
め
て
決
意
し
た
。 

問 本
市
が
Ｊ
Ｒ
の
株
主
と
な
っ
て
協
議
す
る
方

法
も
あ
る
。
検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

答
（
総
合
政
策
部
長
） 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
発
行
株
数
は
二
億
株
。
経
営
に

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
大
株
主
に
は
雲
南
市
は

な
れ
な
い
。
検
討
は
す
る
が
、
す
ぐ
の
株
主
は
考

え
て
い
な
い
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
は
様
々
な

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
っ
て
い
る
の
で
要
望
、
交
渉
を

行
っ
て
い
く
。 

問 Ｊ
Ｒ
西
日
本
も
安
定
株
主
を
求
め
て
い
る
。
安

定
株
主
と
し
て
求
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
が
再
度
所
見
を
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
地
域
競
争
と
い
う
考
え
で
経

営
を
進
め
て
い
く
考
え
、
瑞
風
の
運
行
も
踏
ま
え

自
治
体
と
し
て
協
力
出
来
る
こ
と
は
協
力
し
協

議
を
進
め
た
い
。 

  

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
あ
と

数
日
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
、

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

年
明
け
に
は
「
木
次
線
活
性
化
議
員
連
盟
（
仮

称
）
」
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
木
次
線
の
活

性
化
に
向
け
議
員
と
し
て
も
自
ら
も
行
動
を
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

年
末
に
は
再
び
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
来
春
も
ま
た
吉
報
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。 

そ
れ
で
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
よ
い
正
月
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
た
か
し
）  

た
か
っ
さ
ん
の
一
般
質
問 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
対
応 

木
次
線
対
策
に
つ
い
て 

雲
南
市
議
会
議
員 

定
数
等
検
討
会
議
の
設
置 

 

上はＪＲ西日本管内の１日 1kmあたりの利用者数の変化を表し

たもの。平成 25年度は昭和 62年度の比べ大幅に減少している。

木次線の通過人数は下から 3番目、三江線が廃止されると下から

2番目となる。 
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人 平均通過人員の変化（ＪＲ西ワースト６）
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